
                          富貴ヨットクラブ

◎ 特別ルール
    1)女性と小学生以下の児童一人に付き5％（上限25％）のハンディを付与。

    2)スピン・ジェネカーは使用禁止です。

    3)ダブルハンド(乗員2名)クラスを設けます。

　　　　　（ただし、2艇以上の参加の場合　基本ハンデイ20％付与）

    4)白色（ダクロン）メインセール・ジブファーラーに各5％のハンディを付与。

(ただし、1)と4)の合計で25％を超えないこと。）

1 艇長会議   平成26年10月19日（日）　AM8：00から　　富貴クラブハウスにて

2 レース日程
平成26年10月19日(日 )　予告信号 一般クラス　 　　　　　9：25

ダブルハンドクラス    9：30

3 コミッティー　 メイストーム（１０分遅れでスタートしてレースに参加）
　 艇種：Yokoyama 31S 　　ハルの色：白       神谷利男：090-3158-7521

4 コース
衣浦防潮堤赤灯台南～矢作ブイ付近～一色ブイを回航するコース 
艇長会議にて決定・通知する　コース変更・短縮はしない。
フィニッシュラインは白灯台堤防北側の延長線上（自己申告）

5 スタートの手順　（両クラスとも）
ｽﾀｰﾃｨﾝｸﾞﾗｲﾝ　ｵﾚﾝｼﾞの三角ﾞﾌﾞｲを左、右にｵﾚﾝｼﾞ色の旗を掲揚した本部船の間
ｽﾀｰﾄは,RRS26を用い旗は、富貴クラブ旗を使用する。
一般（ダクロンセールハンディを含む）が先にスタート、その後ダブルハンドがスタート

信号 旗の音響信号 スタート信号までの時間
予告 富貴クラブ旗；音響1声 5分
準備 Ｐ旗または I旗：音響1声 4分

１分前 準備信号の降下；音響1声 1分
スタート 富貴クラブ旗の降下：音響1声 0分

A) 　一般クラスのスタート号砲をダブルハンドクラスの予告信号とする。
B) 　一般ｸﾗｽに個別リコールがあった場合はそのままカウントを続ける。
C) 　一般ｸﾗｽにｾﾞﾈﾗﾙﾘｺｰﾙがあった場合は再ｽﾀｰﾄ信号を、ダブルハンドクラスの予告信号とする。
D) 　ｽﾀｰﾃｨﾝｸﾞﾗｲﾝはｽﾀｰﾄ信号１０分後に消滅し、それまでにｽﾀｰﾄできなかった艇はDNSとする。

6 個別のﾘｺｰﾙ
本部船にⅩ旗を揚げ音響信号1声を発する、掲揚の時間は、全てのﾘｺｰﾙ艇がｽﾀｰﾃｨﾝｸﾞ
ﾗｲﾝ又はその延長線上のﾌﾟﾚｽﾀｰﾄｻｲﾄﾞに完全に入るまで､又はｽﾀｰﾄ信号後の4分間とする。

7 ｾﾞﾈﾗﾙﾘｺｰﾙ
第1代表旗を掲揚し音響信号2声を発する。第1代表旗は次の予告信号1分前に降下する。

8 ﾚｰｽの中止
ﾚｰｽの中止は､本部艇にN旗を掲揚し､音響信号3声を発して通知する。
N旗掲揚した場合は､その日のﾚｰｽは行わない。
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9 ﾀｲﾑﾘﾐｯﾄ
ﾀｲﾑﾘﾐｯﾄは､ｽﾀｰﾄ 時刻に拘らず12時30分までとする。
ﾀｲﾑﾘﾐｯﾄ以前にﾌｨﾆｯｼｭ出来なかった艇はDNFとする。

10 ﾚｰｽ艇の義務
すべての乗員は出艇から着艇までﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄを着用すること。
レース中は富貴クラブ旗をバックスティに掲揚すること。

11 表彰
総合１位～３位　　　ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾝﾄﾞｸﾗｽ優勝 　すべての順位賞あります。

12 参加費
5,000円/艇　5名までのパーティー費をふくむ
追加又は個人参加は1,000円/人　ただし、児童の参加費は無料　
艇長会議にて申告してください。

パーテイー13：30頃からです。

参考 JSAF外洋ﾚｰｽ規則　第7条 ｴﾝｼﾞﾝの使用
落水者救助､遭難艇(船舶）救助､衝突回避､その他の緊急事態に対処するためにｴﾝｼﾞﾝを使用
することが出来る。但し､ｴﾝｼﾞﾝを使用した場合には､その状況(使用した目的､時間､場所等)に
ついて、ﾌｨﾆｯｼｭ後ﾚｰｽ委員会に速やかに報告しなければならない。
漁船､その他一般動力船との出会いでは､衝突回避が最優先です。
微風時､視界不良時には､ｴﾝｼﾞﾝ使用が衝突回避に有効な場合があります。
無用なﾄﾗﾌﾞﾙを避け､遠慮なく活用し､報告ください。


